
第38回太平山写生会　太平山三吉神社賞　　　　（秋田東中学校3年　木曽　優那）
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「
し
と
し
と
」「
し
っ
と
り
」
の
よ
う
な
擬
音

語
は
、
い
ず
れ
死
語
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
か
。
今
で
は
「
ざ
あ
ざ
あ
」「
ど
し
ゃ
ど
し
ゃ
」

よ
り
も
、
も
っ
と
強
く
激
し
く
降
る
雨
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
▽
世
界
的
に
異
常

気
象
が
続
く
中
、
日
本
各
地
で
も
大
雨
や
台
風

な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
、記
録
的
な
暑
さ
と
な
っ

た
今
夏
。
天
災
が
少
な
か
っ
た
秋
田
市
で
も
、

七
月
豪
雨
に
よ
り
八
千
戸
以
上
が
浸
水
す
る
な

ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
▽
人
智
の
及
ば
な

い
自
然
の
巨
大
な
力
は
、
豊
か
な
恵
み
を
我
々

に
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
時
に
猛
威
と
な
っ
て

甚
大
な
傷
跡
を
残
す
こ
と
は
古
の
時
代
か
ら
変

わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
引

き
金
を
引
い
て
、
自
ら
を
苦
し
め
て
い
る
の
が
、

私
た
ち
人
類
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
▽

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
各
所
で
叫
ば
れ
、
エ
コ
バ
ッ
ク
や

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く
方
も
増
え
る
な
ど
、

エ
コ
活
動
に
取
り
組
む
人
は
確
実
に
増
え
て
い

る
。
大
自
然
か
ら
届
く
警
笛
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
次
の
世
代
に
緑
豊
か
な
環
境
を
引
き
渡
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
を
持
ち
、
自
身
の
生
活
を
根
本
的
に
見

直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

秋
祭
ご
案
内
号
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七
月
十
五
日
か
ら
の
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
奥
宮
が
鎮
座
す
る

太
平
山
の
登
山
道
、
ま
た
登
山
口

ま
で
の
林
道
が
大
規
模
に
わ
た
り

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
夏
の
太
平
山
は
六
月
六
日
に

荷
上
げ
を
実
施
し
、
七
月
八
日
か

ら
奥
宮
・
参
籠
所
を
開
所
。
コ
ロ

ナ
禍
も
一
段
落
し
た
こ
と
か
ら
、

全
国
か
ら
多
く
の
登
拝
者
を
お
迎

え
す
る
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
、
登
山
者
の
九
割
以
上
が
利

用
す
る
旭
又
駐
車
場
ま
で
の
林
道

が
不
通
と
な
り
、
山
頂
施
設
を
閉

鎖
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

七
月
十
七
日
の
開
山
祭
は
前
岳

二
手
ノ
又
口
か
ら
精
鋭
十
一
名
に

神
人
奉
仕
を
頂
き
、
翌
十
八
日
、

旭
又
口
に
下
山
し
た
と
こ
ろ
、
登

山
道
の
橋
三
ケ
所
は
全
て
崩
落

し
、旭
又
駐
車
場
は
ガ
レ
キ
の
山
、

林
道
は
随
所
で
崩
落
や
土
砂
崩
れ

す
る
な
ど
、
壊
滅
的
な
状
況
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。（
左
頁
参
照
）

　

八
月
四
日
～
六
日
に
は
有
志
の

方
々
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、
前
岳

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
被
災

　

太
平
山
は
登
拝
困
難
に

か
ら
入
山
し
て
山
頂
閉
鎖
作
業
を

実
施
。臨
時
の
閉
山
祭
を
斎
行
し
、

御
分
霊
を
里
宮
に
お
遷
し
申
し
上

げ
、
八
月
二
十
八
日
に
は
荷
下
げ

空
輸
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
人
奉
仕
者
並
び
に
作
業
助
勢

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
厳
し
い

状
況
の
も
と
、
お
力
添
え
を
賜
わ

り
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
終
え
ら
れ
ま

し
た
の
も
、
偏
に
御
神
恩
と
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
、
重
ね
て

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

野
田
口
、
丸
舞
口
も
通
行
止
め

の
箇
所
が
あ
り
、
現
在
利
用
可
能

な
コ
ー
ス
は
前
岳
か
ら
の
縦
走
路

山頂閉鎖作業（8月4日〜6日）

開山祭神人奉仕（7月17日）

荷下げ空輸作業（8月28日）

の
み
と
な
り
ま
す
が
、
片
道
六
時

間
ほ
ど
を
要
す
る
上
級
者
向
け
の

登
山
道
で
あ
り
、
山
頂
施
設
が
開

い
て
い
な
い
現
状
で
は
、
一
般
の

方
々
の
登
山
は
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

林
道
の
復
旧
と
登
山
道
の
修
復

に
は
相
当
な
年
数
を
要
す
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

太
平
山
は
幻
の
山
と
な
り
、
永
く

続
い
た
歴
史
や
伝
統
・
信
仰
が
途

絶
え
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

関
係
各
機
関
の
お
力
を
頂
き
な

が
ら
、神
社
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
参
り
た

く
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は

是
非
倍
旧
の
お
力
添
え
と
ご
崇
敬

の
程
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
宮
司　

田
村　

泰
教
）
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弟子還沢橋

旭又駐車場までの林道

太 平 山 被 害 状 況

旭又沢橋旭又駐車場

（3） 180号 み　よ　し 令和５年９月17日



第38回太平山写生会第38回太平山写生会

入賞者一覧（順不同・敬称略）
マルシン賞
秋山　咲翔 上北手小学校2年
小原　風凜 秋田東中学校2年
佐々木詩音 角 館 高 校 2 年
小林　和章 大人

イチノセキ賞
佐々木結菜 こどものくに保育園
保泉　実音 広面小学校 1 年
木元梨衣子 城東中学校 1 年
牧　日向子 秋田東中学校1年

花のヤマト賞
石戸　凜花 城東中学校 2 年
中澤　理恵 大人
小林由賀子 大人
岩崎　　希 大人

太平山三吉神社賞
松本　理歩 桜 小 学 校 3 年
木曽　優那 秋田東中学校3年
小原　里子 角館高等学校2年

東日本電信電話㈱秋田支店賞
小野　里咲 城東中学校 1 年
小玉　楓華 秋田東中学校1年
佐藤　汐里 秋田東中学校1年
堀井　柚芽 秋田東中学校3年

秋田魁新報社賞
佐々木一馬 東 小 学 校 3 年
小林あかり 広面小学校 6 年
金谷友里香 城東中学校 1 年
武石　朋夏 秋田東中学校2年

秋田中央郵便局賞
藤川　　蓮 広面小学校 1 年
渡邉　　樹 広面小学校１年
三嶽　吏結 秋田東中学校１年
津川　沙羅 秋田東中学校2年

秋田銀行広面支店賞
小林　快晴 広面小学校 2 年
田口万莉華 秋田東中学校1年
高橋　　蘭 秋田東中学校3年
熊谷　浩一 大人

北都銀行秋田東支店賞
保泉　花歩 広面小学校 3 年
小林　　歩 広面小学校 3 年
今井　佳乃 秋田東中学校3年
八文字晴奈 角 館 高 校 1 年

秋田信用金庫広面支店賞
中澤　久能 広面小学校 6 年
天野　愛結 秋田東中学校1年
石戸美保子 大人
齋藤　由実 大人

秋田県信用組合東支店賞
佐々木志琉 広面小学校 3 年
秋山　海翔 上北手小学校4年
阿部　莉奈 秋田東中学校3年
太田　蒼空 秋田東中学校3年

ぺんてる賞
稲葉　光汰 さくら幼稚園
田村仁菜子 広面小学校 3 年
松本　友里 桜 中 学 校 1 年
髙橋　　光 秋田東中学校 3年

㈲木曽塗装賞
吉田　理玖 広面小学校 2 年
石郷岡杏奈 広面小学校 4 年
長門　　蓮 旭川小学校 6 年
藤原　　瞳 秋田東中学校1年

汎山書道教室賞
齋藤　麗菜 東 小 学 校 1 年
佐藤　泰仁 明徳小学校 5 年
宇佐美　快 秋田東中学校3年
渡部　友菜 秋田東中学校 3年

　7月8日第38回目となる恒例の太平山写生会（主催：太平山写生会実
行委員会）が行われました。当日は天候に恵まれ、多くの幼児、児童、
生徒の皆様にご参加いただき、一生懸命に作品を描いていただきまし
た。その中から以下の方が入賞されました。おめでとうございます。

桜小学校3年　松本理歩

写生会表彰式

角館高等学校2年　小原里子

写生会当日の様子
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一
、
拝
殿
薄
縁
畳
一
式

　
　

株
式
会
社
ア
ク
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　

代
表
取
締
役�

髙
橋　

弘　

殿

一
、
御
分
霊
【
笈
】
修
復
一
式

　
　

奥
羽
住
宅
産
業
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役�

中
村　

瑞
樹　

殿

一
、
消
石
灰
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

北
上
石
灰
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役�

多
田　

祥
茂　

殿

奉
納
者
ご
芳
名

みよしスケッチ
　
神
人
・
助
勢
者
十
七
名
で

御
分
霊
を
お
遷
し
し
ま
し
た
。

秋
田
市
柳
田
の
兼
務
社
、
火
産
霊

神
社
の
御
神
木
樹
齢
八
百
年
の
ケ

ヤ
キ
が
、
誠
に
残
念
な
が
ら
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。�

（
九
月
二
日
）

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

臨
時
閉
山
祭
（
八
月
五
日
）

　
約
百
三
十
名
の
方
の
参
列
の
も

と
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

　
竿
灯
と
梵
天
を
空
高
く
掲

げ
る
妙
技
。

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
四
日
）
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秋
季
秋
季

の
ご
案
内

の
ご
案
内

例
大
祭

男児（３歳・５歳）女児（３歳・７歳）の七五三参りを
下記の期間執り行います。
ご家族様お揃いでお子様のご成長をお祝い下さい。
　○期　日　９月〜 12月中
　○受　付　�８時 45 分〜 16 時 30 分（ご予約不要です）
家族ごとに間隔をあけてお座りいただきます。

祝祝 七五三

年末年始に巫女の奉仕頂ける方を募集いたします。
� （10月1日受付開始）
当社の顔として参拝者と接する巫女奉仕はとても重要なお務
めであり、貴重な体験になるものと思います。ご希望の方は、
お気軽にお問合せ下さい。� （係　和田）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※�事前に提出頂く書類及び面接（12月2、3日予定）がござ
います
※希望者多数の場合は、御奉仕頂けない場合がございます

巫女奉仕者募集巫女奉仕者募集年末年始

　
令
和
五
年
秋
季
例
大
祭
を
左
記
の
通
り
に

斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列
頂
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
月
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
一
時

�

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
）

◎
ご
参
列
の
方
は
、

十
月
六
日
ま
で
に

係
（
和
田
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
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